




























































passe dams le temps, dans des 6poques successives｣である｡
そして｢これらの二つの面は異なる二つの学問分野を構成するces deux

















































的な諸法則から区別せよDistinguer donc les lois qui marchent dams le























































(p. 12lo fr. 1425-1429)
｢規定された要求｣ - ｢端初は成果の規定態に対してはそれ自身が規定された
ものであるから,端初は直接的なものとしてとらえられるべきではなく,媒介され･


































用を及ぼさないではいないのだEn effet, outre qu'elles marquent un
stade de la civilisation et de perfectionnement dans l'emploi du lan-
224










































●    ●    ●
すれば方法が自分の成果のなかで自分のためにつくりだす規定態は方法が






















ろうseⅣira au classementinterne de la langue｣と言う｡外的ならぬ
｢内的区分に役立つ｣のは, ｢無限進行におちいるなどということはあり
えない｣ところの｢概念を自分の魂および内容としてもっている絶対的方












な端初に対して要求されるftireinen ganz formellenAnfang, wie er
4)




















logischenAnfange zu ihrem einzlgen lnhalte haben, ist es selbst, was
ihre Bestimmtheit ausmacht｣｡つまり若者言葉が若者言葉であるのは,
若者以外が使わないからであり,位相語という｢規定態は揚棄された媒介
















































秩序から遠ざかるものce qui s'6carte de l'ordre donn6はすべて不規
則形une irr6gularit6であり,理想形une forme id6aleにたいする
違反である｡ ---類推にはじめて正しい位置をあたえたのは-･-少壮





























とができずDe plus ceux qui sont atteints d'aphasie ne peuvent plus
6crire｣の箇所は,ブシャルデイのノートでは｢失語症に冒された人びと
は,極めて多くの場合,書く能力を冒されているLes personnes atteintes






Von einer Seite ist die Bestimmtheit, welche sュe sick in ihrem Resul-
tate erzeugt, das Moment, Wodurch sie die Vermittlung nit si°h ist











mtheit, durch welche sich diese ihre Vermittlung verlauft｣だからであ
る｡
方法に従う｢二つの能力｣は,このように｢脳中に隣接する二区画deux
casesvoisines dams le cerveauである｣｡話す能力は｢自分自身の見かけ
上の他者としての内容[書く能力]をとおって自分の端初へと還帰するgeht






端初へと還帰する] sie nicht bloβ denselben, abe一 als einen bestimmten
wiederherstellt, Sondern das Resultat ist ebensosehr die au短ehobene
Bestimmtheit, Somit auch die Wiederherstellung der ersten Unbestim-






































































































fait naitre sur d'autres-いまは/seuと発音される-｣ (『資本論』 30章7パ
ラグラフ)のだと言え,こうした話されるラングと書かれるラングの対応
というその｢諸々の対応の一つune des correspondances ･二重の側面の
一つundesdoublesc6t6S｣において, ｢ラング｣は｢自分の他在のなか
で自己を維持するerhalt sich in seinemAnderssein｣のである｡
そうであれば, ｢ひとは, [話されるラングと書かれるラングの]対応のうち













































っより密にするbereichertund verdichtet sichin sich｣のだから,シー
ニュ体系の二重性に反対することは,ラングをむしろ貧しくすることであ



















●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●                                  ●    ●    ●    ●    ●    ●
反省である｡自己の外へと出る運動の,すなわちより先の規定のそれぞれ
の新しい段階はまた自己の内-と入る運動でもあり,そしてより大きな拡
















を,これも上のA～Dに区分すれば次のようになる｡ A : 1-12および26
パラグラフ, B:13-19パラグラフ, C:20-21パラグラフ, D:22-25
パラグラフ｡
｢第二回講義｣の｢困難漕労]の顕著な[強い印象を与える]一例unex-
emple frappant de la difficult6｣に直接対応する叙述が, 『資本論』の最
終26パラグラフに見出される｡
●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●
どんなに難しいことだったかTant(℃moliseraい　われわれはどん
な犠牲を払ってわれわれの獲物を得たことかVoiladequellpriⅩ
nous avons pay6nosconqu8tes !資本主義的生産の｢永遠の自然
ソシュール｢第~二回講義｣における``円環" (下)　　239
法則｣に道をひらくために,労働者と労働諸条件との絶縁を完成する
ためにpour consommer le divorce du travailleur d'avec les condi-
tions du travail,労働諸条件を資本に転化し,多数の人々を賃金労
●    ●
働者に,すなわち芸術的傑作であり近代史の至高の創造物である労働
貧民Iabouringpoorに転化するために,どんなに苦労の多かったこ



























●    ■    ●    ●    ●         ●    ●    ■    ●
高利貸資本と商業資本である｡ -- (1パラグラフ)
｢ますます拡大する賃労働の搾取une exploitation toujours plus 6ten-
due de travail salari6｣が『大論理学』に謂う｢拡大Erweiterung｣と
語桑的に対応することは明らかであり,つまり｢ますます拡大する賃労働
の搾取とこれに続いて起こる対応的な蓄積suivie d'une accumulation























































いて説く｡ ｢国債は,本源的蓄積の最も力強いles plus 6nergiques動因の
一つとして作用する｣ (14パラグラフ)のだから,それは｢豊かになること
Bereicherung｣以外ではない｡そして｢ある国民が借金すればするほど

























｢国債とともに国際的な信用制度が発生したavec les dettes publiques
naquit un systらme de cr6dit international｣ (17パラグラフ)ように,書か
れる語とともに｢それが話される語を説明するexpliquerle motpar16｣
という両ラング間inter-の事態が発生する｡これは｢自己の外-と出る運














dehnung ist ebensosehr h6here lntensitat｣ことを示している｡そして
244








への移行を暴力的に短縮するabr6gerdevive force latransition du


































たqui 6taitlui-m8me filateur｣ということは, ｢純粋な人格性のみが自
分の本性であるところの絶対的な弁証法によってまさに同じくすべてのも























■    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●
進して近づくことでもある,こうしてその結果,はじめはことなったもの

























●    ●    ●    ●    ●    ●
容をもっている,すなわち自分の内容に対立する形式と道具であると規定
●     ●           ●     ●
された･制限された認識ein beschranktes, als Form und Instrument








●    ●    ●
一一一般にそれがどのような形式でとらえられるものであるにもせよ,規定さ




れた絶対的なものein gemeintes Absolutes [以外の何ものにも直面していな
い],それが私念されたものであるのは,それが定立されておらず,把握
されていないからである｡絶対的なものは認識の媒介によってのみnur

































は, ｢所有者の自己労働にもとづく所有1a propri6t6 fond6e sur le travail










あい,同じものであるdas, was zunachst als verschieden erscheinen
mag, das rtickwartsgehende Begrtinden desAnfangs und das vor-














































































































結びつけているin dessenAnfang, den einfachen Grund, die Ver-
12)
mittlung das Ende zurtickschlingt｣ということである-このとき認識は
｢せっかちは,認識としては空虚な否定的なもの･抽象的な無限なもの以外の何もの
にも直面していないdie Ungeduld hat als Erkenntnis nichts vor si°h als das leere






ぞれ一群のラングにおいてdans chaque groupe de langues｣,前者であ
ればE]本譜･後者であればフランス語という｢書かれるラングの一つのタ


































●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●
る｡方法はそれだから自己-の単一な関係であり,この自己への単一な関
●    ●    ●    ●    ●    ●
係は存在である｡だが存在はいまや充実された存在,自己を概念的に把握




























[一体化する] dらs qu'elle est 6crite, il se m81e tout de suite quelque
chosed'artificiel｣｡というのは,例えば｢言語学は一つの文献学ではな
いのか｣というごとき問いにおいて求められる端初としてのラングは｢存





に照応した自己との相等性に到達した理念die durch die Vermittlung,
n畠mlich die Aumebung der Vermittlung zu ihrer entsprechenden
































｢芸術的･文学的な発展との文字の合体1'union de l'6criture avec le
















































にすぎなかったことをdaβ die Annahme dieses lrrtums nur ein Schein war,
すでに示している｣ (§270)という主張と深くかかわると思われる｡





ich die Empfindungrichtig wiedererkannt habe, oder nicht,それは全くどう
でもよいgleichgtiltigように見える｣は, ｢没内容性｣の適例を与える｡





































の自分とは区別されたものへの関係die Beziehung des Unterschiedenen als
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